
趣 旨 説 明



小諸市ゼロカーボンシティの実現に向けた基本協定

➢ 目的（趣旨）

「小諸市気候非常事態宣言」を受け、関係七者が相互に連携協力を図り、

様々な地球温暖化対策の取組を円滑で効果的に推進することにより、小諸市

におけるゼロカーボンシティの実現（2050年二酸化炭素排出実質ゼロ）に寄

与するため、協定を締結するもの。

→当面、共同提案による環境省「脱炭素先行地域」への応募を目指す

➢ 関係七者

①小諸市

②信州大学工学部

③株式会社シーエナジー

④株式会社石本建築事務所

⑤長野県厚生農業協同組合連合会浅間南麓こもろ医療センター

⑥独立行政法人都市再生機構東日本都市再生本部

⑦株式会社ＵＲリンケージ



国の動き①

【2020年10月】

政府は2050年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロ

にする、カーボンニュートラルを目指すことを宣言



国の動き②

カーボンニュートラル実現に向けて・・・

「脱炭素ドミノ」で重点対策を全国に伝搬

【2022年４月】第１回選定委地域選定（26件）

【2022年11月】第２回選定委地域選定（20件）



小諸市の動き

【2020年10月】

市長が小諸市気候非常事態を宣言

→2050年の二酸化炭素排出量実質ゼロを目指す

【2022年５月】小諸市ゼロカーボン戦略推進本部を設置

【2022年８月】推進本部会議で以下を決定

○中長期目標

→2010年比で2030年50％減

→2050年ゼロカーボン

○脱炭素先行地域への応募を目指す

→これまでの取組みを発展させた事業スキーム



これまでの取組み



これまでの取組み
都市機能の集約化によるエネルギーの面的利用
－低炭素まちづくり計画に基づく官民一体プロジェクトー

低炭素まちづくり計画（第1期）区域図



建築概要

これまでの取組み



建築設備イメージ

これまでの取組み



官民連携による面的エネルギー利用（エネルギーサービス事業の導入）

専門業者が両施設のエネルギー供給設備を建設・所有し一体的に運用・維持管理

これまでの取組み

http://komoro-kosei.com/assets_c/2012/10/病院ﾏｰｸ-1032.html


これまでの取組み

こもテラス

竣 工：令和３(2021)年７月



脱炭素先行地域を目指す取組み
（現在検討中のもの）



脱炭素先行地域を目指す取組み①
ＥＳ事業の拡張による市役所周辺施設の脱炭素化



脱炭素先行地域を目指す取組み②
公共交通ネットワークのＥＶ化と再エネ電力の利用



脱炭素先行地域を目指す取組み③
小諸市の強みを活かした多様な再生可能エネルギーの導入



ＵＲリンケージ
（計画策定）

シーエナジー
（ＥＳ事業者）

小諸市

信州大学

石本建築設計事務所

ＵＲ都市機構

こもろ医療センター

コアメンバー

技術支援

関連施設事業者

小諸市ゼロカーボンシティの実現に向けた実施体制

関係者間で『小諸市ゼロカーボンシティの実現に向けた基本協定』を締結し

プロジェクトを進める

当面、共同提案による「脱炭素先行地域」への応募を目指す


